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近世演劇における八百屋お七像

The Image of Yaoya Oshichi in Drama of the Edo Period 

Valerie L. DURHAM * 

Y aoya Oshichi-Oshichi, the greengrocer’s daughter, depicted in legend 

as having been burned at the stake at age sixteen for setting a fire in 

order to be reunited with her lover-is thought to be a historical figure 

who lived in the late 17th century. 

In the 300 years since her death, her story has deen depicted in works of 

every genre of literature. Depictions of the Oshichi story in the joruri 

and kabuki theater of the Edo period were particularly instrumental in 

spreading her story among the people of pre-modern Japan. These 

depictions, however, by no means necessaril):" reflected what is thought to 

be the truth about the Oshichi incident, emphasizing instead shuko, or 

clever, innovative reinterpretations of the Oshichi story. In the 200 years 

between Oshichi’s death and end of Edo period, not only her story, but 

also her character itself, were radically altered according to the demands 

of the people of the Edo period. Although the historical Oshichi was 

guilty of a serious crime for which she paid with her life, we see in the 

drama of the Edo period a tendency to lessen her crime and to give her 
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story a happy ending, as well as to re-shape Oshichi’s character according 

to the contemporary feminine ideal. As a result, Oshichi becomes a 

heroine, but at the same time, her stylized character may also be said to 

lose much of its force and individuality. 

I 初めに

17世紀の後半に生きたと思われる八百屋お七は、文学のあらゆるジャンル

の対象となり、近世以来の300年の問、その姿が様々な変化をみせ、日本人の

潜在意識に生き続けてきた。お七物語を人々に親しませるために、浄瑠璃・

歌舞伎という、普及度の極めて高い近世演劇が特に重要な役割を果したと思

われる。しかしながら、近世演劇における八百屋お七の「世界Jなるものは、

お七事件の「真実」と思われるものとは不一致が著しく、その「世界」の最

も重大な要素は、むしろお七物語に持ち込まれた趣向であるといえよう。（1)お

七事件発生から明治維新までの200年の聞に，演劇によって作り上げられてき

たお七像の様々な姿は、近世演劇の動向を代表するものであり、その変化の

さまを見ることによって、近世演劇の術撒ができると思われる。

伝説によると、八百屋お七という人物は、天和年間（1681-1683）江戸・

本郷（一説は駒込）のある八百屋の16才の娘で、一家が大火で類焼に遭った

時に、ある寺に避難し、そこで出会った青年と恋をしたと伝えられている。

普請ができ、八百屋一家は本郷に戻ったが、恋人と逢えなくなったお七は、

火事があれば、又寺に行け、恋人と再会できると思い込んだ上で放火をして、

遂に火刑となった、といわれる。歴史的にいえば、天和年間に、放火罪で火

刑となったお七という少女がいたようであるが、その放火の動機などについ

ては、永遠の謎に止まるのであろう。（2)

この八百屋お七事件を題材とする現存最古の文学作品は、貞享 3年

(1686）、つまりお七の処刑が行われたと思われる天和3年の3年後に刊行さ

れた井原西鶴の『好色五人女Jとされている。この作品によって、お七の恋
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人が吉三郎、避難した寺が吉祥寺という名称が定着したと思われるが、恋に

おいて積極的で、そして死を前にして一種の倍りを開いた人物になるという、

西鶴の鋭い観察力によって描かれたお七像はユニークなものであり、後世の

作品に影響を殆ど及ぼしていないようである。西鶴と並んで、お七事件を広

めたものとして、お七事件を題材にした数種類の歌祭文が上げられる。歌祭

文におけるお七物語のあらすじは簡素なもので、西鶴のそれと同様、ある程

度の事実性を持っていると思われる。また、歌祭文にみられるお七像には、

西鶴のお七とは違っていても、あどけない魅力がある。

これらによって、お七事件の大体が伝えられ、次に戯曲化されるようにな

ったが、いつお七事件が初めて舞台の上で演じられたのかは不明である。『義

太夫年表jなどによると、元禄17年（1704）の浄瑠璃『八百屋お七歌祭文J

が最古のものとみられるが、作者が不明で、現存しないものである。（3）歌舞伎

の方では、宝永3年（1706）春、大阪の嵐三右衛門座上演、吾妻三八作の『お

七歌さいもん』が最古とされているが、これも現存しないようである。現在

伝わっている作品のなかでは、宝永5年（1708）歌舞伎狂言『中将姫京雛』

と正徳末期から享保初めにかけての頃にできたと推定される、紀海音作の浄

瑠璃、『八百屋お七』が最古とみられる。

その後、八百屋お七物語が歌舞伎、浄瑠璃に盛んに取り上げられるように

なり、時代の変化に従い、色々と変化を重ねて行く。八百屋お七の「世界」

を取り入れる現存の主な戯曲は次の通りである。（4) （後掲の表も参照）。

1）歌舞伎『中将姫京雛』。中村清五郎作。宝永5年 (1708) 3月、江戸・中

村座初演。

2）浄瑠璃『八百屋お七』。紀海音作。享保元年（1716）頃。初演、大阪・豊

竹座か。

3）浄瑠璃『潤色江戸紫J。為永太郎兵衛他合作。延享元年（1744)4月、大

阪・豊竹座初演。

4）浄瑠璃『伊達娘恋緋鹿子』。菅専助他合作。安永2年（1773)4月、大阪・
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北堀江座初演。

5）歌舞伎『其往昔恋江戸染j。福森久助作。文化6年 (1809)3月、江戸・

森田座初演。

6）歌舞伎『敵討櫓太鼓』。鶴屋南北・松井由輔合作。文政4年 (1821) 5 

月、江戸・河原崎座初演。

7）歌舞伎『松竹梅雪曙J。河竹黙阿弥作。安政3年 (1856)11月、江戸・市

村座初演。

8）歌舞伎『三人吉三廓初買J。河竹黙阿弥作。万延元年（1860)1月、江戸・

市村座初演。

9）歌舞伎『吉様参由縁音信』。河竹黙阿弥作。明治2年(1869)7月、東京・

中村座初演。

宝永から明治にかけての聞にできた以上の 9つの作品によるお七物語の相

違は著名である。その相違は、主に、次の 4点、によると思われる。

1）西鶴・歌祭文などにみられない筋の設定。

2）お七物語を他の「世界」に取り入られること、あるいは他の「世界Jと

の婦長ぜ。間

3）お七物語に元来なかったものを取り入れて、その趣向を演劇におけるお

七の「世界」の要素にする。

4）お七物語、あるいは演劇におけるお七の「世界」をパロディーの対象と

する。

これらの傾向によって、近世演劇における八百屋お七物語が様々な変化を

みせているわけであるが、変わって行くのは物語だけではなく、それらの戯

曲が提供するお七像に至る。概していえば、近世演劇にみられる八百屋お七

は、重い罪の責任から逃れるものの、それに従って、彼女は観客を感動させ

る精神的な複雑さ、あるいは個性を失い、遂には、八百屋お七の「世界Jか

ら姿を消していくのである。

私は、前述の 9つの戯曲の内要を紹介しながら、それらにおける八百屋お
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七像の平面化、あるいは縮小化という傾向を辿ってみたいと思う。

II お七狂言

先ず、宝永5年の『中将姫京雛jをみてみよう。 2年前に、『お七歌さいも

んJでお七役を演じて大評判を博した嵐喜代三郎が、江戸に下って、八百屋お

七二十回忌追善を当て込んで上演し、また大好評を取った。現在その脚本は

存在しないが、現存する狂言本を見るとあらすじが大体わかる。元禄歌舞伎

らしく、ストーリーが大変混乱しており、お七は実は人買にかどわかされた

中将姫、吉三郎は実は唐橋の宰相であり、お家騒動がからまったり、お七は

養父を殺したり、という具合である。この狂言本にみられる、「寺へ行く嬉し

さに」養父を簡単に刺し殺すお七には、西鶴・歌祭文にみられる人間性がも

はやなくなっているといえよう。

この作品の中のお七物語は、文学としての価値が高いとはいいにくいもの

の、次の二点において、注目すべき作品である。先ず、この狂言に用いられ

た、嵐喜代三郎自身の封じ文の紋が後にお七の紋とされるようになり、以後

のお七の衣裳は必ずこの紋を付けることになった。もう一つは、この狂言に

おいて、後の歌舞伎狂言にもみられるように、火事、そしてお七の放火が取

り除かれて、最終的には、お七が赦免され、「罪」の責任から逃れるのであ

る。

次に、紀海音作『八百屋お七Jを考えてみよう。（6）これは文学作品としても

価値が高く、後の浄瑠璃に強い影響を及ぼした。この作品の、従来の作品に

みられなかった、最も重要の趣向として、次の二点が上げられる。第一点は、

金銭のやりとりである。家の普請のために借りた200両のかたに、武兵衛とい

う人物にお七を嫁がせる筋が初めて加わる。第二に、吉三郎が武家の義理の

ために出家に追い込まれること。第三に、お杉という下女が登場すること。

このお杉は、後の浄瑠璃・歌舞伎狂言に欠かせない人物となる。

諏訪春雄氏は、この作品について、「複雑な人間関係を設定し、武家の忠義・
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町人社会の義理…を導入Jする故、「それだけに、主人公のイメージが相対的

に卑小化し、われわれにあたえる感銘は、弱まっているのであるJと述べて

いる。（7）たしかに、この作品にみられるお七の描写は、西鶴にみられるほどの

心理的な複雑さをもたない。しかしながら、義理と人情の板ばさみになって、

殆ど狂乱した精神状態で放火をするお七の描写には、西鶴にはみられない、

我々を圧倒する力が潜んでいる。

次に考えてみたいのは、浄瑠璃の『潤色江戸紫Jである。この作品は海音

の改作とされるが、従来の海音作を新しくするために、お七の他に二人の恋

をする娘、吉三郎の他に彼の反射像ともいえる三吉という青年、そして武兵

衛の他に、四人の敵役を登場させるなどといった方法を用いる。海音のお七

物語を変えるというよりも、それのスケールを拡大するだけである。ここに

おける八百屋お七は、大体において、海音のお七に相似し、演劇において、

放火をする最後のお七であることが注目すべきといえよう。

安永2年 0773）初演の『伊達娘恋緋鹿子』は、海音の『八百屋お七Jと、

『潤色江戸紫』との改作で、吉三郎が天国の剣の詮議をする筋の設定を加え

る。現存する「八百屋の段Jでは、吉三郎に剣の持ち主を知らせるために、

お七は、火刑を覚悟して火の見櫓に上り、半鐘を打って、夜中に閉っている

木戸を開かせる、という設定になっている。この櫓の趣向が大評判となり、

後の戯曲に盛んに取り入れられ、お七が舞台の上で放火をすることがなくな

った。櫓を上り、半鐘を打つという行為は、禁令ではあるものの、放火とは

本質的に違うものではあるが、恋人のために半鐘（後には太鼓）をを乱打す

るお七の姿は、むしろ放火をするお七よりも、劇的であると思われる。この

ことについては、後に詳しく述べる。

歌舞伎の方では、明和3年 (1766）の、三世津打治兵衛作『八百屋お七恋

江戸染Jと、安永7年（1778）の初代桜田治助による同外題の作との改作で、

福森久助作の文化6年（1809）初演の『其往昔恋江戸染』が著名な存在であ

る。これらの系統の狂言では、お七物語を曽我の世界に持ち込む。追手から



隠れるためにお七が欄間に上り、天人の真似をする「天人お七Jという趣向、

そしてお七の着付けに浅黄の麻の葉鹿子のかたが作り出され、お七役を勤め

た五世岩井半四郎によって大好評を取って、後の狂言の欠かさない要素とな

った。この狂言では、出家を目前としている吉三郎と再会するために、お七

が櫓に上り、太鼓を打つ趣向が用いられているが、仁田四郎による吟味の上

で、引き廻されて刑場についたお七はやはり赦免され、めでたい結末となっ

ている。

文政4年 (1821）初演の四世鶴屋南北・二世松井由輔合作の『敵討櫓太鼓J

は、お七物語と白子屋お熊（8）の世界、そして享保12年（1727）の浄瑠璃『敵討

御未刻太鼓』ω）を結麦せリこした狂言であるoこの作品がお七物語に取り入れた

最も重要な趣向といえるものは、吉三郎がお七と同年の若衆ではなく、 26才

の浪人で、「八丈小僧吉三」と名乗る泥棒であることにあろう。吉三郎は、自

分の実の弟であるお七の許嫁になりすまして、お七と結婚するが、お七は、

逆に喜んで泥棒の妻となる。やがて悪を機悔し出家した吉三郎を追いかける

ために、お七は櫓に上り、太鼓を打つが、最終的には、お七は死刑が赦免さ

れるのである。

さて近世演劇における八百屋お七狂言の最後の開花といえるものは、河竹

黙阿弥によるといえよう。安政3年（1856）の『松竹梅雪曙』では、文化6

年 (1809）の歌舞伎狂言『其往昔恋江戸染Jの序幕と安永2年 (1773）の浄

瑠璃『伊達娘恋緋鹿子Jの「八百屋の段J（櫓の場）とを合わせて脚色し、「人

形振」という演出法を用いた「櫓のお七Jが現在まで伝っている。

この純粋なお七狂言に対して、黙阿弥は、お七の世界を利用しても、スト

ーリーの焦点を殆どお七から移した二つの狂言をも書いている。その一つは、

明治2(1869）『吉様参由縁音信Jである。この狂言は、乾坤坊良斎の講釈『小

堀騒動』に八百屋お七物語を絡め、また、吉三郎は実は悪党であり、お七の

恋人は別名の人間である、という『近世江都著聞集』などにみられる一説に

も影響されたと思われる。この狂言にも、お七が櫓の太鼓を打つ場面が設定
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されているが、狂言の焦点はむしろお七の実兄である、湯濯場吉三である。

そして、万延元年（1860）の『三人吉三郎廓初買Jで吉三郎を悪党とし、

お七自身をお七の世界から取り除く傾向の絶頂に達する。このあまりにも有

名な狂言では、お七は登場しないが、外題の通り、吉三郎という泥棒が三人

もおり、強いていえば、女装のお嬢吉三がお七、南北の色悪UO）の吉三郎の系統

を引くお坊吉三がお七の恋人吉三郎、そしてプロットの要となっている和尚

吉三は「悪党の吉三郎」に当ると考えられる。この狂言では、お嬢吉三とお

坊吉三との聞に、同性愛のような情愛があり、また天人お七や櫓の太鼓を打

つ趣向などが取り入れられ、この狂言がお七自身を登場させなくても、お七

狂言に数えられる資格が充分にあるといえよう。

III 近世演劇における八百屋お七像の形象化

さて、以上みてきた、一世紀半の聞にできた 9つのお七狂言にみられる八

百屋お七像について考察したいと思う。

前述したように、近世演劇において、八百屋お七像は変わっていき、バイ

タリティーといえるものを次第に失っていくのであるが、ここでは、お七像

の平面化の過程、そしてその原因について、少し考えてみよう。

お七像の平面化・縮少化の大きな原因は、お七の心理を最もよく表わすと

思われる、情事・放火、そして処刑の描写の除去にあると考えられる。西鶴

の『好色五人女jにみられるお七像は、お七と吉三郎との馴れ染めの描写に

よって、心理的な深みが描き出されるが、これに対して、現存するいずれの

演劇作品でも、お七・吉三郎が結ぼれた後の時点から始まり、馴れ染めの描

写がもはやみられな くなる。また、如上みてきたように、歌舞伎では、お七

が常に処刑を赦免されるのである。このめでたい結末は、歌舞伎の様式によ

るものであるが、結果として、本来悲劇的なヒロイン、恋の殉数者のお七の

姿が消されていき、お七を感動的な人物となるその必然的な死を前にしたあ

われささえ消滅していくのである。
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しかし、お七像の縮小化の最も重要な原因は、お七の放火が18世紀の後半

以来舞台の上で演じられなくなり、「櫓のお七Jの趣向に取り替えられること

にあると私は思う。この趣向が生まれた理由としては、まず、迷信深い役者

が何よりも「火事jを忌んだ、ということがあげられる。が、それよりも、

演出法として、放火よりも、櫓の型の方が劇的な効果があると思われる。半

狂乱のお七が櫓の上り、半鐘、または太鼓を乱打する姿は、一途な恋の具象

化ともいえよう。「真」よりも「美Jを求めていた近世演劇の所作事によるこ

の趣向は、その動作もさりながら、着物の赤、雪の白、大道具の黒などが視

覚的に効果があり、近世の色彩感覚を代表するものでもある。

しかし、その半面、「櫓のお七」の趣向の結果として、お七の罪なるものが

本質的に変わってしまい、元来悪性の行為である放火から、善性ともいうべ

き行為に変化してしまった。「櫓のお七」におけるお七の罪は、半鐘・太鼓を

打つことであり、それは（狂言では）江戸幕府の制度による罪として、いず

れ処刑されるものではあるが、他の世界では、それほどの重罪となるもので

はない。その上、「櫓のお七」にみられるお七の行為は、自分を犠牲にして、

恋人を助けようとする行為なので、肯定的なものだとさえ思われる。恋のた

めにだとはいえ、放火をする少女の姿には、いくらかの凄味があるが、この

「櫓のお七Jの趣向によるお七像には、「悪性Jがもはやみえなくなっている、

と私には思われる。

このように、放火の場面の除去がお七の縮小化をもたらしたと考えられる

が、お七の世界に、新しい人物の登場、あるいは新しい筋の導入により、お

七の性格がまた縮小化していったことも忘れてはいけない。西鶴や歌祭文み

られるお七は、一人で罪を犯していき、しかもその罪は自分の性格のむら、

あるいは無分別によるものである。これに対して、演劇のお七の場合、彼女

の罪は、吉三郎の義理による出家や、武兵衛の求婚などといった、運命、あ

るいはまわりの人物の「悪性」などのような外的なものに迫られて起したよ

うに描かれ、我々に理解しやすいように理由づけられている。

-65-



本来、放火犯のお七は、どちらかというと、加害者だったが、このように、

演劇にみられるお七は、被害者となるわけである。被害者のお七は、ますま

す我々の同情を買うが、同時に、性格がますます貧弱となっていく。

こうして、被害者のお七から、「悪性Jなるものがなくなっていくにつれ

て、劇的な緊張を守るために、武兵衛などの、完全に「悪Jである敵役が持

ち込まれる。南北・黙阿弥の狂言になると、当時の「悪jの噌好に応じるた

めに、「悪」の吉三郎が成立するが、これもまた、ストーリーの焦点をさらに

お七から移転させるのである。

西鶴・歌祭文にみられるお七は、自分一人で悪行為を選択し、そして自分

の犯した罪の責任を負って死んでいくわけであるが、演劇のお七は、こうし

た自立性はない。お杉という下女の登場は、ささやかなことだとも思われる

が、西鶴などでみられる、一人で積極的に恋に走るお七と、お杉のような仲

立ちの助けで恋をする、演劇にみられるお七との聞には、重要な性格の食い

違いが出てくると考えられる。また、紀海音系の浄瑠璃では、お七が自分の

犯した罪の責任を負って、後悔なく死んでいくが、『其往昔恋江戸染j系の歌

舞伎狂言になると、お七の吟味を担当する仁田四郎は彼女に同情し、彼女を

助けようとする。仁田は、お七に自分の年齢・犯罪の動機について、彼女に

嘘ををつかせ、刑を軽くしようとするが、お七は、彼の下心に気がつかず、

あくまでも事実しか言おうとしない。よくいえば、この場面はお七のひたむ

きさ、あるいはあどけなさを強調するといえるが、悪くいえば、ここで描か

れている、自分の命を守る常識さえ持っていないお七は、知能、あるいは精

神的正常が疑われてくる。いずれにせよ、こうしたお七像には、ヒロインと

しての資格がもうみえなくなっている、と私は思う。

以上、お七の縮小化の緒々の原因について述べてきたが、このように、お

七の性格が平面化していくにつれ、お七が段々「ものjと化していったこと

を付言しておく。近世演劇では常套のことであるが、 200年の聞にできたお七

物語を題材とする戯曲では、お七は早くから象徴的な存在となり、お七の「世
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界Jの要となっているものの、最終的には、性格の個性がなくなっていく。

彼女を近世演劇に登場してくる他の「娘Jから区別するものは、封じ文の紋

や浅黄の麻の葉鹿子の着物ぐらいである。いわば、これらは彼女の「本体」

となっているのである。

お七が「もの」に化していく現象の最も明らかな例の一つは、お七に絡む

金銭的なやりとりである。紀海音により、お七が200両の返金の代りに、武兵

衛と結婚しなければならない身となっている筋がお七物語の欠かさない要因

となった。しかし、近世末期になると、この趣向もパロディーの対象となり、

お七の養母が金欲しさにお七を200両で売ろうとする南北の『敵討櫓太鼓J、

そして100両がお七から独立した存在となって、プロットの要となっている黙

阿弥の『三人吉jなどという狂言が作られたのである。

さて、以上述べてきた近世演劇によるお七像の変化は、なぜ、必要だったの

であろう。

先ず第一に、歴史的なお七物語はあまりにも簡素なものであり、舞台にの

せるためには、ある程度の潤色が必要だったということが考えられる。特に、

一つのパターン化された「世界」のなかで様式的な「美」を求める近世演劇

きおいては、ありのままのお七物語では、あまりにも劇的な要素を欠いてい

ると思われる。

第二には、お七像の変化は、「娘形Jという役柄にも原因があろう。近世演

劇では、この「娘形」は、本来悪行為とは無縁な存在である。女性の悪役と

しては、近世後期になって、土手のお六(10のような「悪婆」(12）という役柄がで

きるが、これは、お七に代表される娘とは全く別物である。お七はあくまで

も「娘」であるために、狂言中に導入される悪は、他の人物によるものでな

ければならない。(IJ)

第三には、こうしたお七像の変化は、演劇の要請に応じてできたものだけ

ではなく、演劇の観客であった近世人の人々の要求にもよるものと思われる。
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八百屋お七という人物は、もともとは犯罪ゆえに有名となり、文学作品の対

象となったわけであるが、近世人がお七芝居に求めたのは、彼女の断罪でも、

放火犯という悪女の造型でもなく、むしろ一途な恋に命をかけた、ひたむき

な娘の形象にあったといえよう。近世人は、お七をかわいらしい少女としか

みることができなかったことを証明する一つのことに、火刑という悲劇的な、

しかも残酷な最期にあったお七の描写には、累凶やお岩U5）のような女性像に

みられる恨めしさがない、ということである。

また、恋といういかにも個人的な理由で大罪を起したという点で、お七像

には、反社会的な要素がないとはいえない。これにもかかわらず、『伊達娘恋

緋鹿子Jなどにみられるお七の罪は、自分勝手なものではなく、武士の義理

で難儀している恋人を助けるために、自分を犠牲にしたものと描かれている。

こうしたお七は、むしろ封建社会を維持する象徴的な役割を果しているので

ある。このことのもう一つの例として、『其往昔恋江戸染』の引き廻しの場で

みられるお七があげられる。ここでは、お七は他の若い娘に自分のようにな

らないように注意してくれという。社会の秩序を乱す行為故に封建制度の犠

牲となったお七が、演劇において、同じ封建制度を味方する代弁者となるの

はあまりにも皮肉なことである、と私は考える。

このように、演劇の様式、そして近世の人々の要求に応じて、八百屋お七

像が作り上げられた。近世人によって作り上げられたお七像を近世人が好ん

だことを証明するものに、お七の墓の人気がある。寛政5年 (1793）に、お

七役で人気をよんだ四世岩井半四郎が江戸・白山の円乗寺にあるお七の墓の

墓石を建立し、それ以来、お七狂言のたびに、お七の供養をする習慣が定着

した。その後、お七の墓の人気がますます高まり、弘化4年（1847）に、『八

百屋お七墳墓記Jなるものまでできた。（16）そのなかに、当時の人々が縁結び、の

つもりで、お七の墓に紙を結んでいたと記されている。つまり恋のために悲

劇的な最期を遂げたお七が、刑死の150年後に、恋愛の象徴として、人々に崇

拝されるようになったと解釈できょう。
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N 最後に

このように、お七に関する戯曲の人気と、伝説における人物としてのお七

の人気は親密な関係を持っていた。近世人のお七に対する関心がお七物語を

題材にする戯曲を要求して、またその戯曲がお七への関心を高めた。お七芝

居の回数がふえるに従って、当然、その趣向が凝っていき、そこにおけるお

七像も形象化されるのである。演劇によって、お七事件が近世の人々の聞に

普及していき、お七物語が普及するにつれて、お七のイメージも近世人が抱

いていた、「女性」に対する要求によって、変わっていった。歴史的な八百屋

お七は、悪意でなくても、我がままに近いもののために犯罪に走ったとも思

われるが、近世演劇にみられるお七は、悪性のない「娘Jの典型、あるいは

恋のひたむきさの典型となっているのである。こうした形象化の結果として、

「犯人」お七が「ヒロイン」お七となるわけであるが、そのために、そのお七

像に、個性、そして悪行為を可能とする人間の心理的な複雑さがなくなって

いく。本来の八百屋お七は、反社会的な存在だったともいえるが、近世演劇

において、彼女は逆に、封建制度下における、一つの女性の理想像ともなっ

ていた、と私は思う。
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るとよく指摘されるが、これらにみられるいずれもの八百屋お七物語は、大いに

フィクション化されていると思われる。八百屋お七についての確実なことを伝え

る資料は管見には入っていなし」

③『義太夫年表J近世篇第一巻、 58-59頁。（義太夫年表近世篇刊行会編、八木書

店、昭和54年）。

④無論、『義太夫年表Jr歌舞伎年表』などをみるだけでも、この9つの作品以外に
も、八百屋お七のことを題材にした戯曲が数多く作られたことがわかるが、今回

はこの最も代表的な9つの作品を特定したいと思う。

⑤ないまぜ（絢交ぜ）一一「歌舞伎の作劇法。二つ以上の異なる「世界Jの筋をか

らみ合わせて一つの狂言を作ること。J（『歌舞伎事典j)

⑥紀海音作『八百屋お七』。この作品の成立について、諸説がみられるが、正徳5年

(1715）より享保（1716～）初めころまでにできた説が有力と思われる。（横山正

著『近世演劇論叢J85頁。清文堂、昭和51年）。題簸 『八百屋お七恋緋桜j。本

作に加筆した作品で、『八百屋お七恋桜jなどがある。

⑦諏訪春雄著『愛と死の伝承j角川書店、昭和43年、 69頁。

⑧白子屋お熊一一江戸の材木問屋・白子屋の娘として生まれ、母親と愛人と組ん

で、我が夫の毒殺を謀った。享保12年（1727)23才（21才とも）で処刑された。

安永4年（1775）の松貫四・吉田角丸合作の浄瑠璃『恋娘昔八丈jで白子屋お熊

の「世界Jが成立された。

⑨長谷川千四作。大阪・竹本座初演。

⑩色悪一一「歌舞伎の役柄。敵役の一つ。表面は二枚目であるが、色事を演じなが

ら、実は残酷な悪人で女を裏切る悪人の役。一・代表的な役は、『法懸松成田利剣』

（『色彩間苅豆j）の与右衛門、『四谷怪談Jの民谷伊右衛門である。この二つの役

がともに四世鶴屋南北の作であるところからみてもわかるように、江戸後期の文

化の嫡熟期に完成された役柄。」（『歌舞伎事典j）。

⑪土手のお六一一文化10年（1813）三月江戸・森田座初演、四世鶴屋南北作『お染

久松色読販j（通称、『お染の七役j）に登場する代表的な「悪婆」。初演の時、お
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六役を五世岩井半四郎が勤めた。

⑫悪婆一一「歌舞伎の女の役柄の一つ。現代でいう毒婦、妖婦といったタイプの役

柄である。女だてらに刃物を振り回したり、悪事を働いたりする女の役。江戸中

期以後、文化が澗熟類廃してきた時代にこの役柄が生まれた。」（『歌舞伎事

典』）。

⑬白子屋お熊の場合も同様である。芝居におけるお熊（戯曲ではお駒）の夫殺し

は、主君のためだったと理由づけられる。ここにみられるお熊像には、歴史上に

みられる悪性がなくなり、彼女は逆にヒロインとして描かれている。

⑭累一一歌舞伎舞踊『色彩問苅豆J（文政6年 (1823) 6月江戸・森田座で、四世鶴

屋南北作『法懸松成田利剣Jの二番目序幕として初演）に登場する女性。与右衛

門に裏切られた累は、因果のために醜婦となり、遂には与右衛門に惨殺される。

累は、 17世紀から伝わる怨霊語の主人公である。

⑮お岩一一文政8年 (1825) 7月江戸・中村座初演、四世鶴屋南北作『東海道四谷

怪談』の女主人公。お岩は夫・伊右衛門に殺され、亡霊となって伊右衛門を苦し

める。お岩も、実在した人物だ、ったと思われる。

⑮『八百屋お七墳墓記J一一円乗寺の僧、純真著。写本・国会図書館蔵書 (104-

231）。お七の「実伝」とお七死後の恋人の後日謂を伝える。宗教的な要素が強

し3。

討議要旨

早稲田大学のへレン・パーカー氏より、浄瑠璃と歌舞伎のお七狂言の相違

について質問があった。発表者は、浄瑠璃には放火、ひきまわしの局面があ

り、心理描写もみられるが、なぜか歌舞伎にはこれらがない、とくに放火の

場面は最初からなかったようである、と答えられた。
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